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 明治６年の開校以来、140年以上に渡り地域の皆様とともに歩み続けてきた荒浜小学校・中野

小学校は、平成２８年３月末をもって閉校となりました。 

 平成２８年３月２６日（土）に行われた閉校式等の様子をお知らせします。 

 学校メモリアルホームページ「おもいでをつなぐ ～学校の歴史

と震災の経験を未来へ～」を開設しました。 

（http://www.sendai-c.ed.jp/~gakkoumemorial/） 

 学校の沿革や校歌のほか、懐かしい街並みや学校の記録写真など

も多数掲載しております。また、「荒浜音頭」「中野小太鼓」の映

像も再生できます。「おもいでをつなぐ 荒浜」「おもいでをつな

ぐ 中野」で検索し、ご覧ください。 

 東宮城野小体育館において、300名余りの方にご参加いただ

き閉校式が行われました。東日本大震災の犠牲者への黙とう

後、奥山恵美子仙台市長、岡部恒司仙台市議会議長、櫻場直志

校長からご挨拶をいただきました。 

 16名の在籍児童からの感謝のことばでは「これからも地域

の一員として力を尽くしていきたい」「たくさんの方々からい

ただいた温かい気持ちや先生方の教えを胸に、一歩一歩自分の

足で歩んでいきます」といった思いが伝えられました。 

 閉校式終了後、震災遺構として保存される

荒浜小校舎へ場所を移し、閉校記念碑除幕式

が行われました。記念碑は水色の強化ガラス

とカモメのイラストが海をイメージさせ、校

章や校歌、校舎・体育館のイラストのほか、

学校の沿革が刻まれています。 

 6年生の畠山颯汰君が児童を代表し「荒浜で

過ごした日々を心の支えにして、人の役に立

てるような生き方をしていきたい」と決意を

述べた後、参加者全員で「校歌」「ふるさ

と」を合唱し、在りし日の荒浜に思いを馳せ

ました。 

◆◆◆ 学校メモリアルホームページを開設しました ◆◆◆   

※当日お配りしました閉校記念品（あらはまカルタ、閉校記念DVD・写真集CDセット）が、わずかですが残って 

 おりますので、希望される方は仙台市教育委員会学事課（電話：022-214-2162）までご連絡ください。  



 〔お問合せ先〕 仙台市教育委員会学事課 

    電話 : 022-214-2162 ファクス : 022-264-4428 メールアドレス : kyo019020@city.sendai.jp 

〔仙台市教育委員会ホームページ（被災した小学校3校の情報を掲載しています）〕 
    http://www.city.sendai.jp/kyouiku/index.html 

■■ 中野小学校閉校式が開催されました ■■ 

 中野栄小体育館において、400名余りの方にご参加いただき閉校

式が行われました。 

 開式に先立ち黙とうを行った後、奥山市長、岡部議長、三塚修校

長からご挨拶をいただきました。 

 三塚校長からは、4月から新しい学校での生活が始まる児童に対

し「皆さんが学んだこの中野小学校のすばらしさ、そして皆さんが

生まれ育った、ふるさと蒲生のすばらしさをたくさんの人に伝えて

いってほしい 」という言葉が送られました。 

◆◆◆ 閉校記念パネル「仙台市立中野小学校のあゆみ」ができました ◆◆◆ 

 タッチセンサーにより校歌が流れるほか、液晶モニタでは学校の沿革、

歴代校長、歴代父母教師会会長、校章の由来、中野小太鼓の映像などが 

繰り替えし再生されます。 

 高砂市民センター1階ホールに設置しておりますので、近くにいらした

際には、ぜひご覧ください。  

 ■■ 東六郷小学校について ■■ 

 今年度末に閉校式を行う予定です。日程等が決まりましたら、あらためてお知らせいたします。 

 また、来年4月の六郷小との統合に向け、子どもたちがスムーズにとけ込めるよう、両校の交流を進めてい

ます。これまでは学校行事等での交流が主でしたが、今後は教科学習の部分でも交流を進めていく予定です。 

 感謝のことばに続いて、6年生によるぶち合わせ太鼓が披露

されました。地域の方に見いだされ修復していただき、震災後

復活した中野小太鼓は、中野地区の復興を励まし続けました。

一打一打思いを込めて演奏された中野小最後のぶち合わせ太鼓

の勇壮な音色に胸を打たれ、市長や多くの参加者から涙がこぼ

れました。 

 40名の在籍児童からの感謝のことばでは

「震災後に中野小で学んだ『向かい風の中に

あっても明るい未来に向かって一歩一歩前を

向いて歩いていく』その気持ちを胸にがん

ばっていく」「伝統あるこの中野小にいたこ

とに誇りを持ち続けたい」といった思いが伝

えられました。 

mailto:kyo019020@city.sendai.jp

